マニュアルのほいかた 


广 巧がしてお使いいただくために- V 

• 本製品をお取り扱いいただ<ための注意事項 
ご使用前に必ずお読みください。 

^ __ / 


广 REGZA Tablet ガイド- - 

本製品を使用するために必要な設定や、本製品の基本操作について説明しています。 
『オンラインマニュアル』をお読みになる前に、 『REGZA Tablet ガイド』をお読みくだ 
さい。 

• 各部の名称 • 本製品の充電 

•セットアップ • 電源の切りかた/入れかた 

♦無線 LAN と Google ™ アカウントの設定 
• 基本操作 

• Q&A 集（画面び表示されない/電源び入らないとさ） 

• 初期化 
• 廃棄/譲渡 
など 

^ _ / 


^オンラインマニュアル（本書）- V 

本製品び起動しているとさに本製品の画面上で見るマニュアルです。 

♦バックアップ 

• 本製品のディスプレイやコネクタの取り扱い 
• 周辺機器の接続 
• アプ U ケーシヨン/設定 
• Q&A 集 

など 

^ _ / 


本製品の仕様については、『**** (お使いの機種名）シ U —ズをお使いのかたへ』を参照し 
てください。 
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はじめに 


本製品を安全に正しく使うために重要な事項び、付属の冊テ『安/こ\してお使いいただくために』 
に記載されています。 

必ずお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、し〇でも見られるようにお手元に大切に保管してください。 

本書は、次の}夫まりに従って書かれています。 


KH 記号の意味 


A 危険 

"取り扱いを誤った場合、使用者び死 t または重傷（*1)を負 
ラことびあり、その切迫の度合いび高いこと"を示します。 

A 警告 

"取り扱いを誤った場合、使用者び死 t または重傷（*1)を負 
うことび想定されること"を示します。 

A ミま意 

"取り扱いを誤った場合、使用者び傷害（*2)を負ラことび想 
定されるか、または物的損害（*3)の発生び想定されること" 
を术します。 


データの消失や、故障、性能低下を起こさないために守ってほ 
しい内容、仕様や機能に関して知っておいてほしい内容を示し 
ます 0 

メモ 

知っていると便利な内容を示します。 

お立つ操作集 

知っていると役に立つ操作を示します。 


このマニュアルやほかのマニュアルへの参照先を示します。 

• このマニュアルへの参照の場合…「」 

•ほかのマニュアルやヘルプへの参照の場合…『』 


* ] 重傷とは、失明やけび、やけど（高温•低温)、感電、骨折、中毒などで、後遺症び残るちのおよび治療に 
入院-長期の通院を要するちのをさします。 

*2 傷害とは、治療に入院•長期の通院を要さない、けび、やけど（高温•低温)、感電などをさします。 

*3 物的損害とは、 家屋. 家財および家畜-ぺットなどにかかわる拡大損害をさします。 
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H 用語について 

本書では、次のよラに定義します。 

プラットフ オーム 

特に説明びない場合は、 Android ™ 4.0 プラッ トフオームを 示します。 


mm 記載について 

•インターネット接続については、ブ□ードバンド接続を前提に説明しています。 

• アプ U ケーションについては、本製品にプレインス I -ールされているバージョンを使用する 
ことを前提に説明しています。 

• 本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場合びあります。 
• 本書に記載している画面やイラストは、本製品の画面を横に長い状態で使用する場合を前提 
に説明しています。 

♦本書は、語尾をのばすカタカナ語の表記において、語尾に長音（一）を適用しています。 
画面の表示と異なる場合びありますび、読み替えてご使用ください。 


KI Trademarks 

• Google、Google □ゴ 、 Androids Android □ゴは 、 Google Inc . の商標または登録商標です。 

• Microsoft 、 Windows、Windows Media は、米国 Microsoft Corporation の米国および 
その他の国における登録商標または商標です。 

• Windows の正式名称は 、 Microsoft Windows Operating System です。 

• microSD □ゴは商標です。（の當§) 

• microSDHC □ゴは商標です。(機) 

♦巳 luetooth は、その商標権者び所有しており、東芝はライセンスに基づき使用しています。 

• HDM し HDMI High-Definition Multimedia Interface および HDMI □ゴは 、 HDMI 
Licensing LLC の登録商標または商標です。 

♦「 IPA フオント」は、 IPA の登録商標です。 

• PrinterShare は 、 Printer Anywhere Inc . の登録商標または商標です。 

• Evemote は、米 EVERN 日 TE 社の登録商標です。 

• P ミ I 纔 is a trademark of SRS Labs , Inc . 

SRS Premium Voice PRO technology is incorporated under license from SRS 
Labs ， Inc . 

本書に掲載の商品の名称や□ゴは、それぞれ各社び商標および登録商標として使用している場 
合びあります。 
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O プロセッサ （ CPU) に関するごま意 ^^^ 

本製品に使われているプ□セッサに pu ) の処理能力は次のような条件によって違いび現れます。 

• 周辺機器を接続して本製品を使用する場合 
• コンセントに接続せずバッテ U —駆動にて本製品を使用する場合 
• マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 
•低速度のネットワークに接続して本製品を使用する場合 

•複雑な造形に使用するソフト（たとえば、運用に高性能コンピューターび必要に設計されて 
いるデヴィン用アプ U ケーシヨンソフト）を本製品上で使用する場合 
• 次のよラな環境で本製品を使用する場合 

•気圧び低い高所（目安として、標高]，□□日メートル（3,28日フイート）上） 

•気温日〜3□む（高所の場合25む）の範囲を超えるよラな外気温の場所 

本製品の八ードウエア構成に変更び生じる場合、 CPU の処理能力び実際には仕様と異なる場合 
びあります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的に電源び切れる場合びあります。 

これは、当社び推奨する設定、使用環境の範囲を超えた状態で本製品を使用した場合、お客 
様のデータの喪失、破損、本製品自体に対する損害の危険を減らすための通常の保護機能です。 
なお、このようにデータの喪失、破損の危険びありますので、必ず定期的にデータを外部記録 
機器にて保をしてください。また、プ□セッサび最適の処理能力を発揮するよう、当社び推奨 
する状態にて本製品をご使用ください。 

このほかの使用制限事項につさましては各種説明書をお読みください。また、詳細な情報につ 
いては東芝 PC あんしんヴポートにお問い合わせください。 


mm 客作権について 

音楽、映像、コンピューター•プ□グラム、データベースなどは著作権法により、その著作者 
および著作権者の権利び保護されています。こうした著作物を複製することは、個人的にまた 
は家庭内で使用する目的でのみ行ラことびでさます。上記の目的を超えて、権利者の了解なく 
これを複製（データ形式の変換を含む)、改変、複製物の譲渡、ネットワーク上での配信などを 
行ラと、「著作権侵害」「著作者人格権侵害」として損害賠償の請求や刑事処罰を受けることび 
あります。本製品を使用して複製などをする場合には、著作権法を遵守のラえ、適切な使用を 
/こ\びけてください。 
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•本製品のプラットフオーム、アプ U ケーシヨン(外をインス!-ールした場合の動作保証はで 
さません。 

•本製品のプラットフオーム、アプ U ケーシヨンは、本製品でのみ利用でさます。 

•購入時に定められた条件じ(外で、製品およびソフトウエアの複製もしくはコピーをすること 
は禁じられています。取り扱いには注意してください。 

• 本製品の画像データは、本製品上で壁紙に使用する外の用途を禁じます。 

• 本製品はセキュ U ティ対策のための画面□ックによるノ（ターン/ PIN / ノ（スワードの設定や、 
無線 LAN の暗号化設定などの機能を備えていますび、完全なセキュ U ティ保護を保証する 
ちのではありません。 

セキュ U ティの問題の発生や、生じた損害に関し、当社はいっさいの責任を負いません。 

• パターン/ PIN / パスワードを設定した場合は、忘れてしまったときのために必ずパターン 
/ PIN / パスワードを控えてください。 

ノ（ターン/ PIN / ノ（スワードを忘れてしまって、ノ（ターン/ PIN / ノくスワードを解除でさな 
くなった場合は、使用している機種（型番）を確認後、東芝 PC あんしんサポートに連絡し 
てください。 

有料にてノ くターン/ PIN / ノ くスワードを解除いたします。 

その際、本製品を購入後に追加したアプリケーシヨンや各種設定と、[内蔵ストレージ]フオ 
ルタ’一（データ領域）に作成したデータはずべて消失しまず。 

ご依頼にあたって、身分証明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 

東芝 PC あんしんサポート 『ヴ ポート ガイド』 

• データの消失などに備えて、あらかじめファイルを microSD メモ U カードなどの記録メディ 
アにコピーしておくことをバックアップといいます。 

一度消失したデータを復旧することはでさません。万が一のために、必ず定期的にバックアッ 
プをとって<ださい D 

•ご使用の際は必ず本書をはじめとする各種説明書と、『エンドユーヴーライセンス契約』およ 
び各種別紙をお読みください。また、本製品のセットアップ後にステータスエ U アをタップ 
-[設定]^ [タブレット情報]^ [法的情報]で次の項目をタップし、それぞれ表 
示される画面をお読みください。 

-オープンソースライセンス 
- Goo 呂 le 利用規約 
-東芝利用規約 

- IPA フオントライセンス VI . 日 
* ] インターネットへの接続び必要です。 

• アプ U ケーシヨン起動時に使用許諾書び表示された場合は、内容を確認し、同意してくださ 
し、使用許諾書に同意しないと、アプ U ケーシヨンを使用することはでさません。一部のア 
プ U ケーシヨンでは、一度使用許諾書に同意すると、降起動時に使用許諾書び表示されな 
<なります。初期化を行った場合には再び使用許諾書び表示されます。 






• Google のアプ U ケーシヨンおよびサービス内容は、将来予告なく変更される場合びありま 
す。 

• Google の各サービスを利用する際は、各サービスの利用規約をお読みください。 

♦『東芝保証書』は、記入内容を確認のラえ、大切に保管してください。 

本製品のお客様登録（ユーヴー登録）をあらかじめ行っていただくようお願いしております。 
当社ホームページで登録でさます。 

詳細について r 付録0お客様登録の手続き」 

MM H.264/AVC and MPEG-4 ライセンスについて 

本製品は、 AVC 、 MPEG -4 VISUAL 規格特許ライセンスのもとで、個人的利用および非商業 
利用目的に限り、お客様び(下のいずれか、または両方の使用を行うことび許諾されています。 
の AVC 、 MPEG -4 VISUAL 標準規格に従いビデオをエンコードすること似下 「 AVC ビデオ」、 
「 MPEG -4 ビデオ」という）、川）個人的、非商業的行為においてお客様によりエンコードされた、 
または/および AVC ビデオ、 MPEG -4 ビデオを提供するために MPEG LA からライセンスを 
受けたビデオ提供者から取得した、 AVC ビデオ、 MPEG -4 ビデオをデコードすること。ほか 
の使用についてはライセンスを許諾されていません。上記外の販売、社内利用および商業的 
利用など利用/許諾に関する情報については 、 MPEG LA の HP ( http :// www . mpe 呂 la . com ) 
より入手いただけます。 


• H .264 /AVC and MPEG -4 License Notice 

THIS PRODUCT IS LICENSED UNDER THE AVC AND MPEG -4 VISUAL PATENT 
PORTFOLIO LICENSE FOR THE PERSONAL AND NON-COMMERCIAL USE OF 
A CONSUMER FOR ( i)ENCODING VIDEO IN COMPLIANCE WITH THE ABOVE 
STANDARDS (" VIDEO ") AND/OR ( ii)DECODING AVC AND MPEG -4 VIDEO THAT 
WAS ENCODED BY A CONSUMER ENGAGED IN A PERSONAL AND NON ¬ 
COMMERCIAL ACTIVITY AND/OR WAS OBTAINED FROM A VIDEO PROVIDER 
UCENSED BY MPEG LA TO PROVIDE SUCH VIDEO . NO LICENSE IS GRANTED OR 
SHALL BE IMPLIED FOR ANY OTHER USE . ADDITIONAL INFORMATION INCLUDING 
THAT RELATING TO PROMOTIONAL，INTERNAL AND COMMERCIAL USES AND 
LICENSING MAY BE OBTAINED FROM MPEG LA ’ LLC . SEE http :// www . mpegla.com 

KsM SRS Premium Voice PRO™ information 

SRS Premium Voice PRO ™ provides a superior voice communication and multimedia 
experience for the PC . 

srs の 

PREMIUM VOICE PRO 








■ データの官巧 


トラブル発生時に備えて、データのバックアップのとりかたについて 
説明しまず。 


1バックアップをとる . 12 

2データを管理する 

-TOSHIBA File Manager-. 14 







1 I バックアップ巧とる 


保をしたファイルやフォルダーを誤って削除してしまったり、本製品のトラブルなどによって 
ファイルび使えなくなってしまうことびあります。 

このような場合に備えて、あらかじめファイルを microSD メモ U 力ードや US 巳フラッシュメ 
fU などの記録メディアにコピーしておくことをバックアップといいます。 


了—ツ - 



大切なデータは、こまめにバックアップをとってください。 

本製品に保をしているデータは 、 [TOSHIBA File Manager 」 で記録メディアにコピーし、バッ 
クアップをとることびでさます。 


パックアップをとるにあたって 

•あらかじめ、「付録 n — ■■バックアップについて」を確認してください。 





















D バックアップをとる 


ックアップび必要なデータ 


次のデータのバックアップをとることをおすすめします。 

• 音楽や画像データ ♦ 自分で作成したデータ 

• メールのデータ ♦ インターネット閲覧時の「ブックマーク」 

次のよラな設定は、バックアップびとれません。 

設定内容を控えておくことをおすすめします。 

• 無線 LAN の設定 • Google アカウントの設定（ユーヴー名やパスワード） 

■インターネット接続の設定情報について 

インターネット接続の設定情報は、データのバックアップびとれません。 

設定情報はプ□バイダーから送られてきた書類に記載されています。書類を大切に保管し、設 
定に必要な情報を忘れないよラにしてください。 

書類び手元にない場合は、主に次のインターネットの設定を控えてください。 

• ユーヴ ー ID •パスワード 

• 電子メールアドレス ♦ メールパスワード 

分 メモ _ 

• プラットフォームはバックアップをとることびでさません。 

本製品を購入時の状態に戻したいとさは、初期化を行ってください。 

ただし、初期化を行うと、購入後に保存したデータや、追加したアプ U ケーシヨンは削除されます。 

初期化 『REGZA Tablet ガイド4章0初期化（リセット）する』 


ツクアツプ用に ffl 用でをる記録メディア 


バックアップ用に使用できる記録メディアは次のようなものびあります。 

• microSD メモ U カードや US 巳フラッシュメモ U などの記録メディア 

ファイルやフォルダーの容量に合わせて、使用する記録メディアを選び、あらかじめ用意して 
ください。 


ックアップしておいたデータを復元するには 


バックアップをとっておいたデータを使いたい場合は、記録メディアに保存しておいたフアイ 
ルを 「 T 日 SH 旧 A 円 le Mana 呂 er 」 で[内蔵ストレージ]フオルダー内にコピーしてくださし、 
「本章0データを管理する」 

















データを 管理する 

-TOSHIBA File Manager - 


「 T 日 SH 旧 A 円 le Mana 呂 er 」 で、内蔵フラッシュメ fU 、 microSD メモ U 力ードや US 巳フラッ 
シュメ fU などに保存しているフオルダーやファイルを見たり、コピーや削除をすることびでさ 
ます。 

綺メモ 

•「 TOSH 旧 A 円 le Manager 」 から、ファイルに関連するアプ U ケーシヨンを起動できない場合びあり 
ふ 9 〇 


[TOSHIBA File ManagerJ の起動方法 

0 ホーム画面で旧（アプリ ） -n (File Manager ) をタップずる 

[TOSHIBA File Manager 」 び起動します。 


TTOSHI 己 A File ManagerJ のな用方法 


I ファイルを保存する場所び、 
表示されています。 



ファイルの操作を行ラ 
ェ U アです。 


選択した場所の 
ファイルび表示 
されます。 


(表示例） 


保をする場所は次の通りです。 

•内蔵ストレー ジ：内蔵フラッシュメモ U のデータ領域 


♦ SD 力ード 

• US 目ストレージ 


画面キヤプチヤ 


microSD カードス□ツトにセツトした microSD メモ U カード 
microUS 巳コネクタに変換ケーブルなどを使って接続した US 巳フラッ 
シュメ f U などの US 巳対応機器 

音量ボタンのマルチフアンクシヨンスイッチ側と電源スイッチを同時に 
2秒上押してキャプチャした画面イメージび保存される領域 
* ] 日秒 • lU 上押すと、電源び切れます。 
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デ I 夕の管理 
























且データを管理する 一 TOSH 旧 A File Manager - 


言己録メディアをセットずる 

microSD メモリカードのセット「2章 0- 巧]カードのセットと取り出し」 

US 巨フラッシュメモリのセット「3章0 US 巨対応機器を使う」 

[TOSHIBA File Manager 」 を起動ずる 
コピーしたいファイルがある場所のアイコンをタップずる 
コピーしたいファイルを□ングタップずる 

複数のファイルをコピーしたい場合、続けて他のファイルをタップしてください。 

画面ち上の圍（コピー）をタップずる 

記録メディアをセットしている場所のアイコン（に D 力ード ]、 [USB 
ストレージ])を選択ずる 

メッセージび表示された場合は、目的の記録メディアを選択し、[日口をタップして 
ください。 

画面ち上の圖（貼り付け）をタップずる 


ファイルのコピー方法 


。 plw 


バックアップしたファイルを戻すには、 「 T 日 SH 旧 A File Manager ] でバックアップをとった 
記録メディアから内蔵フラッシュメ fU にコピーしてください。 











データを管理する 一 TOSH 旧 A File Manager- 


I [TOSHIBA File Manager ! の操作アイコン _ 

[TOSHIBA File Manager ] で画面ち上に表示される各アイコンの機能は、次のようになって 
います。 


アイコン 

名称 

機 能 

旧 

上へ移動 

表示するフオルダーの階層を]つ上へ移動する 

困 

フオルダ作成 

新しいフオルダーを作成する 


並び替え 

表示するファイルやフオルダーを並び替える 

圓 

U スト表示 

ファイルやフオルダーを U スト表示する 

國 

グ U ツド表示 

ファイルやフオルダーを横3列の格テ状に表示する 

m 

切り取り 

ファイルやフオルタ'一を切り取る 

圏 

コピー 

ファイルやフオルダーをコピーする 

国 

削除 

ファイルやフオルダーを削除する 

圈 

貼り付け 

ファイルやフオ j レダーを貼り付ける 

H 

メニユー 

メニューを表示する 


I ショートカットの追加 _ 

[TOSHIBA File Manager ] の画面左側に、保をしたい場所を直接表示させるためのショート 
カットを追加でさます。 

このショートカットは、内蔵ストレージ内のフオルダーから設定でさます。次のように操作し 
てください。 

n 「 TOSH 旧 A 円 le Manager 」 を起動ずる 

巧画面左側の一覧に追加したいフオルダーを □ ングタップずる 

E1 画面ち上の〇 (メニュ ー) をタップし、表示されるメニューで[ショー 
p トカットへ追力日]を選択ずる 

■■ 画面左側の一覧に、設定したフオルタ'一のショートカットび追加されます 0 

追加したショートカットを削除したい場合は、ショートカットを□ングタップしてください。 
確認のメッセージび表示されるので、[日口をタップすると削除されます。 

























2 章 

■ 本任の巧巧 

本製品各部について、基本の使いかたなどを説明していまず。 


1 内蔵フラッシュメモリ . 18 

2 画面を見やすく調整ずる-ディスプレイ— . 19 

3 サウンド . 21 

4 microSD メモリカードを使う 

—microSD 力ードス□ツトー . 22 

5 Web カメラを使う . 25 

6 パソコンに 接続す る 一 microUSB コネクター . 29 

7 バッテリーについて . 31 












内扇フラッシュゾモ y 


本製品には、内蔵フラッシュメモ U び搭載されています。 
内蔵フラッシュメ fU は、取りはずしびでさません。 


操作にあたって 

•本製品を激しく揺らしたり、強い衝撃を与えると、故障の原因となる場合びあります。 
•あらかじめ、「付録 n —^ ■内蔵フラッシュメモ U について」を確認してください。 


内蔵フラッシュメ fU に記録された内容は、故障や障害の原因にかかわらず保証でさません。 
万び 一 故障した場合に備え、バックアップをとることを推奨します。 

内蔵フラッシュメ fU に記録された内容は、 microSD メ fU 力ードや US 巳フラッシュメモ U 
などの記録メディアにコピーしてバックアップをとることびできます。 

「1章 D バックアップをとる」 
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本体の機能 
















o I 面旧を見やす < 調整する 

^ I -ディスプレイ- 


本製品は表示装置として TFT カラー液晶ディスプレイを搭載しています。 
外部ディスプレイを接続して使用することわでさます。 


画面の向をを設定する 


本製品は、使用するとさの状態に合わせて、画面の向さわ自動的に切り替わるように設定され 
ています。 

自動的に画面の向きを切り替えず、固定の状態で使いたい場合は、次のように設定してください。 

n マルチフアンクシヨンスイッチを、矢印の方向にスライドずる 

あらかじめ、マルチフアンクシヨンスイッチを「画面の回転□ック」に設定しておく 


必要びあります。固定したい向さに画面を表示している状態で実行してください。 



また、ステータスエ U アをタップー国一[設定]一[ディスプレイ]の[画面の自動回転] 
で向さを固定/解除することわでさます。[画面の自動回転]のチェックをはずすと画面び固定 
されます。[画面の自動回転]での設定は、マルチフアンクシヨンスイッチで画面を固定してい 
るとさには変更でさません。 

^夕す役立つ操作集- X 

マルチフアンクシヨンスイッチは、画面□ック/□ック解除だけではなく、ミュート（消音）ボタン 
として使用することもできます。機能を切り替える場合は、次のように操作してください。 

① ステータスエ U アをタップー g 一 [設定]をタップする 
[設定]画面び表示されます。 

② [ディスプレイ]一[マルチフアンクシヨンスイッチ設定]をタップする 

③ 画面□ック/□ック解除の場合は[画面の回転の□ック]、ミュートボタンの場合はにュート] 

をタップする 

ミュートボタンに設定しておくと、マルチフアンクシヨンスイッチを画面□ック側にスライドしたと 

きに、ミュート（消音）します。逆側にスライドすると、ミュート（消音）は解除されます。 

V_ J 





























0 画面を見やすく調整するーディスプレイー 


ステータスエリアをタップ^囲^ [設定]をタップずる 

[設定]画面び表示されます。 

[ディスプレイ]^ [画面の明るさ]をタップずる 

[画面の明るさ]画面び表示されます。 

[明るさを自動調整]にチェックがついている場合は、チェックをはずず 

スライダーバーび表示されます。 

スライダーバーで調整して、 [0 K ] をタップずる 


ぶすメモ 


マルチファンクシヨンスイッチで画面の向きを固定できない場合は、ステータスエ U アをタップー g 
一驗赶一[ディスプレイ]一[マルチファンクシヨンスイッチ設赶で[画面の回転の□ック]び 
選択されているか確認してください。 

アプ U ケーシヨンによっては、画面を縦にした状態では適切に動作しない場合びあります。その場合は、 
画面を横にした状態で使用してください。 

次の場合は、表示の向きを変更することはできません。 

-テレビ/外部ディスプレイを接続した場合 
-卓上スタンドを接続した場合 

-表示の向さの固定をサポートしていないアプ U ケーシヨンの場合 
など 


因 


画面の明るをを調整する 


本体液晶ディスプレイの明るさ（輝度）を調整します。 

購入時は、本体液晶ディスプレイの明るさ（輝度）を自動調整する機能び有効に設定されてい 
ます 0 

自動調整する機能を無効にすると、任意で調整でさます。 













スピーカーの 音量を調整する 


スピーカーの音量は、次の方法で調整でさます。 


n 音量ポタンで調整する 



音量をルさくしたいときは音量ボタンのマルチフアンクシヨンスイッチ 
側、大きくしたいときは音量ボタンの電源スイッチ側を巧ず 

音量ボタンのマルチフアンクシヨンスイッチ側を押すたびに音量びルさくなり、音量 
ボタンの電源スイッチ側を押すたびに音量び大さくなります。 



Dr 設定 J から調整する 

Q ステータスエリアをタップー[設定]をタップずる 

殿を] li 励'壞ホされます。 

0 [音]-^ [音量]をタップずる 

[音量]画面び表示されます。 

n スライダーバーで調整して、 [0 K ] をタップずる 


本製品では、マルチフアンクシヨンスイッチでミュート（消音）することわでさます。 
詳細について「本章0■田-役立つ操作集」 
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microSD ゾモリカード巧ほラ 

— microSD 力ードス□ットー 


本製品では microSD メモ U 力ードを microSD 力ードス□ットに差し込んで、データの読み出 
しや書さ込みびでさます。 

• microSD メ fU カード 
Oi (降、 microSDHC メ fU 力ードを含みます。） 

~^~ 


microSD メ fU 力ードで使用でさる容量については『**** (お使いの機種名）シ U - ズを 
お使いのかたへ』を確認してください。 

コンパクトフラッシュメモ U カードなどは使用でさません。 


■^[ microSD メモリカードを使う前に 



microSD メモリカードの使用にあたって 


•あらかじめ、「付録 0- 田 microSD メモ U 力ードを使うにあたって」を確認してください。 


新品の microSD メモ U 力ードは、 microSD メモ U 力ードの規格に合わせてフオーマットされ 
た状態で販売されています。 

フオーマットとは、 microSD メモ U カードを使えるようにすることです。 

再フオーマットをする場合は、 microSD メ fU カードを使用する機器（デジタルカメラやオー 
ディオプレーヤーなど）で行ってください。 





















microSD メモリカードを使う - microSD 力ードス□ット- 


3[カードのセツトと取0出し 


操作にあたって 

•あらかじめ、「付録0-田-眶 ■ microSD メモ U 力ードの操作にあたって」を確認してくだ 
さい。 


■■セツトする 



microSD メモリカードの表裏を確認し、表を上にして、 microSD 力一 
ドス □ッ 卜に挿入ずる 

奥まで挿入します。 



•■ セッ ト した カー ドの巧ををちる 

著作権保護を必要としない画像や音声、テキストなどの一般的なファイルは、次の手順で見る 
ことびでさます。 

著作権保護されたファイルについては見ることびでさない場合びあります。 

Q 「 TOSH 旧 A 円 le Manager 」 を起動ずる 

詳細について「1章日データを管理する」 

百田 （ SD 力-ド } をタップずる 

I n セットした microSD メ fU カードの内容び表示されます。 
































glmicroSD メモリカードを使う - microSD 力ードス□ット - 


K9 取り出す 

microSD メ fU カードは、次の手順でマウントを解除してから取り出してください。 



microSD メモリカードの使用を停止ずる 

① ステータスエリアをタップーに□力ード]をタップする 

[設定]画面び表示されます。 

② に□力ードのマウント解除]をタップする 

メッセージび表示され [ OK ] をタップすると、 microSD 力ードス□ットから 
microSD メモ U カードの取り出しび可能になります。 

microSD メモリカードを押ず 



microSD メ fU カードび少し出てさます。そのまま手で取り出します。 












5 I Web カゾラ巧ほラ 


本製品には、 「 Web カメラ」び搭載されています。 

専用のアプ U ケーシヨンを使ラと、インターネット経由で映像を送ったり、ビデオチャットを 
行ったりでさます。 

Web カメラは前面と背面の両方についているので、どちらからでも写真や動画を撮影すること 
びでさます。 


■ Web カメラ（前面) 



* ] 前面の Web カメラを使用するとさ 
のみ点灯します。 


■ Web カメラ（背面) 






















































且 Web カメラを使う 


Web カメラのアプリケーションについて 


本製品には、 Web カメラ用のアプ U ケーシヨンび用意されています。 




起動方法 

ホーム 画面で H (アプリ） 

「カメラ」び起動します。 


H (カメラ）をタップずる 


写真を撮る 


カメラモードに切り替えて使用します。 

各画面の操作ボタンは、次のよラになっています。 


■初期画面 

ディスプレイ側と背面の 
Web カメラの切り替え 


I 設定画面 


シャッターボタン 


ズーム 


設定画面 
の表示 


フラッシュモード4 


設定画面を 
閉じる 

ホワイト 

バランス 



カメラモード、ビデオモード、 
パノラマモードの切り替え 


* ] 背面の Web カメラを使用 
するとさのみ表示されます。 



本体の機能 
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且 Web カメラを使う 


mm 動画を撮影する 

ビデオ f ー ドに切り替えて使用します。 

各画面の操作ボタンは、次のようになっています。 

■初期画面 ■設定画面 


ディスプレイ側と背面の 
Web カメラの切り替え 


ズーム 



設定画面 
の表示 


ホワイトバランス 


設定画面を 
閉じる 

効果 

低速度撮影 
の間隔 

カメラ設定 

動画の画質4 


カメラモード、ビデオモード、 
パノラマモードの切り替え 


*] 背面の Web カメラを使用するとさのみ表示されます。 
































且 Web カメラを使う 


■■パノラマ写真を撮る 


パノラマ f ードに切り替えて使用します。 
操作ボタンは、次のよラになっています。 



シャッターボタン 


カメラモード、ビデオモード、 
パノラマモードの切り替え 


B 写真や動画を再生する 

写真や動画を撮影すると、画面にサムネイルび表示されます。 

サムネイルをタップすると、写真の場合は「ギャラ U —」び起動して、写真を再生します。 
動画の場合は「動画プレーヤー」または 「 T 日 SHEA Media PlayerJ を選択して、再生する 
ことびでさます。 














パソコンに巧続する 

— microUSB コネクター 


microUS 巳コネクタで、パソコンに接続することびできます。 

*] 接続するパソコンのシステムまたはアプ IJ ケーシヨンび 、 MTP (Media Transfer Protocol ) に対応し 
ている必要びあります。 


パソコンに接続すると、パソコン側から本製品び MTP デバイスとして認識され、ファイルの 
コピーや削除などの操作びでさます。 

接続でさるパソコンの日 S は、じ(下のとおりです。 

* マイク□ソフト社び提供している最新の Service Pack を適用してください。 

• Microsoft® Windows® XP operating system 日本語版の全エディション* 2 

• Microsoft® Windows Vista® の全エディション 

• Microsoft® Windows® 7の全エディション 

*2 Windows Media Player のバージョン]]びインス I ルされている必要びあります。 


本製品の microUS 巳コネクタには、パソコンだけではなくさまざまな US 巳対応機器を接続す 
ることもできます。パソコンl^(外のUS巳対応機器の接続については、「3章0 US 巳対応機器 
を使う」を参照してください。 


I ケーブルについて _ 

US 巳ケーブルは、市販のわので、本製品に接続する側び micro 巳タイプのプラグのわのを使用 
してください。 

接続するパソコン側のプラグについては、『パソコンに付属の説明書』を確認してください。 


■■取り付け 

Q USB ケーブルの一方のプラグを接続するパソコンの USB コネクタに 
■? 差し込む 

1接続するパソコンの詳細は、『パソコンに付属の説明書』を確認してください。 

口 USB ケーブルのもう一方のプラグを本製品の microUSB コネクタに 
P 差し込む 

プラグの向さを確認して差し込んでください。 























O パソコンに 接続す る 一 microUS 巨コネクター 


D 取りはずし 

0 パソコン上で本製品との接続を停止ずる 

詳しくは、『パソコンに付属の説明書』を確認してください。 

Q 接続したパソコンと本製品に差し込んである USB ケーブルを巧く 

E 9 rWindows Media Played で映像や音楽のファイルを同期する 

接続したパソコンにインス! -- ルされている 「Windows Media 円 ayer 」 の同期機能を使用す 
ると、接続しているパソコンの映像や音楽のファイルを、本製品に同期することびでさます。 
同期とは 、 「Windows Media Player 」 に登録している映像や音楽のファイルを、本製品にコピー 
する機能です。登録をはずした場合は、同期を行ったとさに本製品からわ削除されます。 

[Windows Media PlayerJ の同期機能は、[同期タブで行います。 

本製品の内蔵フラッシュメ fU は大容量ではないため、たくさんの映像や音楽のファイルを同 
期することはでさません。 

映像や音楽のファイルを選別して、再生 U ストを作成し同期するか、手動で同期を行ってくだ 
さい。 

詳しくは 、 「Windows Media 円 ayer 」 のヘルプを確認してください。 

I 同期したファイルを再生ずる_ 


同期して本製品に保存されたファイルは 「 T 日 SH 旧 A 円 le Manager ] でアプ U ケーシヨンを 
選択して再生したり、 「 T 日 SH 旧 A Media 円 ayer 」 で再生することびでさます。 
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本体の機能 












7 I バッテ y 一について 


本製品には、バッテ U —パックび取り付けられています。 

本製品を初めて使用するとさは、電源コードと AC アダプターでコンセントに接続してバッテ 
IJ ー パックを充電してください。 

バッテ U —パックを充電すると、バッテ U —駆動（電源コードを接続しない状態）で使ラこと 
びでさます。 

バッテ U —駆動で使ラ場合は、あらかじめバッテ U —パックの充電を完了（フル充電）させて 
ください。 

指定する方法•環境外でバッテ U —パックを使用した場合には、発熱、発火、破裂するなど 
の可能性びあり、人身事故につなびりかねない場合びありますので、十分ご注意をお願いします。 
『安/こ\してお使いいただくために』に、バッテ U —パックを使用するとさの重要事項び記述され 
ています。バッテ U —駆動で使う場合は、あらかじめその記述をよく読み、必ず指示を守って 
ください。 


么危険 

• 本製品に内蔵されているバッテリーパックを使用する 

寿命などで交換する場合は、東芝 PC あんしんサポートに依頼してください。バッテ U — 

パックの交換は、保証期間内でわ有料になります。 

V _ J 



バッテリーを使用するにあたって 


•あらかじめ、「付録 n — K ■バッテ U - について」を確認してください。 



















D バッテリーについて 


ッテリー巧電■を H 認する 


バッテ U —駆動で使ラ場合、バッテ U —の充電量び減って作業を中断したりしないよラ、バッ 
テ U —の充電量を確認しておく必要びあります。 


■■ステータスエリアのり V ッテリー]アイコンで確認する 

ステータスエ U アの[バッテ U —]アイコンの表示によってバッテ U —の状態を確認でさます。 


バッテリーアイコン 

バッテリーの状態 

1 

1 

1 

バッテ IJ 一残量び極めて少な <、充電び必要な状態 

1 

1 

1 

バッテ U —の一部び使用されている状態 

1 

1 

1 

バッテ U —び充電されている状態 

1 

日 

1 

バッテ IJ 一を充電中の状態 


H [電池巧量]で巧認する 

次の手順で、より正確なバッテ U —残量を確認でさます。 

n ステータスエリアをタップ^国^ [設定]をタップずる 

^隱を]圍び就されます。 

Q [タブレット情報]^ [端末の状態]をタップずる 
Q [電池残量]を確認ずる 


















D バッテリーについて 


K 9 バッテリー巧電量び減少したとま 

電源び入っている状態でバッテ U —の充電量び少なくなると、次のよラに警告します。 
•ステータスエ U アの[バッテ U —]アイコンの表示び I に変わる 

上記のよラな警告び起こった場合はただちに次の方法で対処してください。 

• 本製品に電源コードと AC アダプターを接続し、コンセントに差し込んで充電する 
•本製品に電源コードを接続し、パソコンの US 巳コネクタに差し込んで充電する 
[REGZA Tablet ガイド1章 □ 充電する』 


分メモ _ 

•] 力月じ(上の長期にわたり、本製品をコンセントやパソコンに接続したまま使用し続けると、バッテ 
U —充電量び少しずつ減少します。このような状態でバッテ U —充電量び減少したときは、[バッテ 
U —]アイコン、[電池残量]で充電量の減少び表示されないことびあります。]力月に]度はバッテ U — 
駆動で使用することを推奨します。なお、バッテ U —駆動で使用する場合、いったんデータを保存し 
てから使用してください。 

•長時間使用しないでバッテ U - び自然に放電しきってしまったときは、[バッテ U -] アイコンなどで 
放電しきったことを知ることはできません。長時間使用しなかったときは、充電してから使用してくだ 
さい。 

•パ'ッテ U —の充電量び少ない場合、時計び止まったり、遅れたりすることびあります。このような場合 
は、バッテ U —を充電してください。 









D バッテリーについて 


n 巧電方法 

n 本製品に電源コードと AC アダプターを接続してコンセントに差し込む 
P か、または電源コードを接続してパソコンに差し込む 

I 『REGZA Tablet ガイド1章口充電する』 

I インジケーターび白色に点灯すると、充電び開始されます。 

I 電源の日 N/OFF にかかわらずフル充電になるまで充電されます。 

f インジケーターが消丹ずるまで巧電ずる 

バッテ U —の充電び完了すると、インジケーターは消灯します。 

佐 t メモ _ 

• 本製品を長時間ご使用にならないときは、電源コードをコンセントまたはパソコンから抜いてください。 


■充電完了までの時間 

バッテ U —充電時間は、本製品の機器構成や動作状況、また使用環境によって異なります。 
周囲の温度び低いとき、バッテ U - パックの温度び高くなっているとさ、周辺機器を取り付けて 
いるとさ、アプ U ケーシヨンを使用しているとさは、充電完了まで時間びかかることびあります。 
詳しくは、『**** (お使いの機種名）シ U —ズをお使いのかたへ』を参照してください。 

■使用でさる時間 

バッテ U —駆動での使用時間は、本製品の機器構成や動作状況、また使用環境によって異なり 
よ^ 〇 

詳しくは、『**** (お使いの機種名）シ U —ズをお使いのかたへ』を参照してください。 
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ッテリーを巧電する 


充電方法とフル充電になるまでの充電時間について説明します。 

バッテリーを巧電するにあたって - 





あらかじめ、「付録 D - K ■-バッテ U —を充電するにあたって」を確認してください。 


本体の機能 

























■ 旧巧な S を巧つてな巧を店げよ 3 


本製品でできることをさ！5に広げたい。 

そのためには周辺機器を接続して、機能を拡張しましよう。 

本製品に取り付け！5れるさまざまな周辺機器の紹介と、よく使う周辺 
機器の取り付けかたや各種設定、取り扱いについて説明していまず。 


1周辺機器を使う前に . 36 

2へツドセツトやへツドホンを使う . 37 

3 USB 対応機器を使う . 39 

4 Bluetooth 機能を使う . 41 

己テレビ/外部ディスプレイを接続する . 43 

6卓上スタンドを使う . 46 











周适煤器をほ 5 前に 


周辺機器とは、本製品に接続して使う機器のことです。周辺機器を使うと、本製品の性能を高 
めたり、本製品び持っていない機能を追加することびでさます。 

周辺機器は、本製品の周囲にあるコネクタや端テ、ス□ットにつなざます。 

本製品のインターフェースに合った周辺機器をご利用ください。 

周辺機器によっては、インターフェースなどの規格び異なることびあります。インターフェー 
スとは、機器を接続するとさのケーブルやコネクタや端テ、ス□ットの形状などの規格のこと 
です。 

購入される際には、目的に合った機能を持ち、本製品に対応している周辺機器をお選びください, 
周辺機器び本製品に対応しているかどうかについては、その周辺機器のメーカーに確認してく 
ださい。 


周辺機器の取り付け/取りはずしにあたって - 

•あらかじめ、「付録■周辺機器について」を確認してください。 

• US 目対応機器を使用するには、プラットフォームび対応している必要びあります。 

• すべての US 巳対応機器の動作確認は行っていません。したびってすべての USB 対応機器の動作 
は保証でさません。 


次の周辺機器び使用でさます。 

•へッドセット 
• へッドホン 
• USB 対応機器 
• 巳 luetooth の外部機器 
(マウス、キーボード、ヘッドセットなど） 

♦テレビ 

•外部ディスプレイ 
•卓上スタンド 

「本章0」降 

分メモ _ 

• マウスのホイールは、アプ U ケーシヨンによって使用でさない場合びあります。 



周辺機器を使つて機能を広げよラ 




















2 I ヘッドセットやヘッドホンをほラ 


本製品には、へツドセツトやへツドホンを接続でさます。 

へツドセツトを使ラと、音声ソフトの使用や音声を使ったチヤツトを行ラことびでさます。 
本製品で外付けのマイクを使ラとさは、へッドセツトのマイクを使用してください。 


へツドセツトやへツドホンの操作にあたって ; 

•あらかじめ、「付録へッドセツトやへッドホンの操作にあたって」を確認してくだ 
さい。 


音量は音量ボタン、または「設定」の[音]^ [音量]で調節してください。 

に章0サウンド」 


へツド七ツトを ffi う 


へッドセット/へッドホン端テには、へッドセットを接続できます。 

■■巧用でまるへッドセット 

本製品で使用でさるへッドセットは次のとおりです。 

• プラグは直径 3.5 mm 4 極ミニジャックタイプび使用でさます。 
• すべてのへッドセットに対応するものではありません。 

•左図の数字は、次の内容を示します。 

1:才ーディォ左 
2:才ーディオち 
3:グランド 
4 :マイク 


4極ミニジャック 


与 

:XIX 

432 1 

占 

1 

4 
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音声認識ソフトとあわせて使用する場合は、各アプ U ケーシヨンの取り扱い元び推奨するへッ 
ドセツトを使用してください。 
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0 へッドセツトやへッドホンを使う 


D 巧続する 


n へッドセツトのプラグをへッドセツト/へッドホン端子に差し込む 



^へツドセツト/へツドホン端テにへツドホンを接続して、音楽や音声を聞くことびでさます。 
I へッドホンのプラグは、離 3. 己 mm ステレだニジャックタィプを使用してくださし 、 D 
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3 I USB 巧臟狀ほう 


USB 対応機器は、電源を入れたままの取り付け/取りはずしびでさます。 

また、新しい周辺機器を接続すると、自動的に機器を使用可能にするプラグアンドプレイに対 
化\しています。 

本製品では次の US 巳対応機器を使用することびでさます。 


• US 巳フラッシュメモ U • US 巳接続型八ードディスクドライブ 

• US 巳対応マウス • US 巳対応キーボード • US 巳対応八ブ 


本製品の microUS 巳コネクタには US 巳2.□対応機器と USBl . l 対応機器を取り付けることび 
できます。 US 巳対応機器の詳綱ま、 『 US 巳対応機器に付属の説明書』を確認してください。 


US 巨巧応機器の操作にあたって 

•あらかじめ、「付録 D - ra - us 目対応機器の操作にあたって」を確認してください。 


本製品の microUS 巳コネクタには、パソコンを接続することわでさます。パソコンの接続につ 
いては、「2章且パソコンに接続する」を参照してください。 

I ケーブルについて _ 

US 巳ケーブルは、市販のわので、本製品に接続する側び microA タイプのプラグのわので、 
US 巳対応機器に接続する側の形状びメスのわのを使用してください。接続する US 巳対応機器 
側のプラグについては、 『 US 巳対応機器に付属の説明書』を確認してください。 
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■■取り付け 

n USB ケーブルのプラグを USB 巧応機器に差し込む 

I US 巳対応機器の詳綱ま、 『 US 巳対応機器に付属の説明書』を確認してください。 

口 USB ケーブルのもう一方のプラグを本製品の microUSB コネクタに 
差し込む 

プラグの向さを確認して差し込んでください。 
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El us 目対応機器を使う 


〇取り付けた US 巳が応機器の内容を見る 

us 巳フラッシュメモ U や us 巳接続型八ードディスクドライブに保存している、著作権保護を 
必要としない画像や音声、テキストなどの一般的なファイルは、次の手順で見ることびできます。 

n [TOSHIBA File Manager 」 を起動ずる 

V 詳細について「1章日データを管理する」 

Q ( USB ストレージ）をタップずる 

] メ ッ セージび 表示されます。 

Q 目的の USB 巧応麟器を選択し、 [0 K ] をタップずる 

I T セットした US 巳フラッシュメ fU や US 巳接続型八ードディスクドライブの内容び表 
I 示されます。 

E ■取りはずし 

I USB フラッシュメモリや USB 接続型八ードディスクドライブの場合 
は、使用を停止する 

① ステータスエリアをタップー g 一 [設定]をタップする 

[設定]画面び表示されます。 

② [ストレージ]^取りはずす1135巧応機器をタップする 

メッセージび表示され、[日口をタップするとコネクタから US 巳対応機器の取り 
はずしび可能になります。 

巧本製品と USB 対応機器に差し込んである USB ケースレを巧く 



周辺機器を使って機能を広げよラ 
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4 1 Bluetooth ㈱ おをほう 


巳 luetooth ワイヤレステクノ□ジーは、パソコンや周辺機器、携帯電話などの機器どうしで無 
線でデータをやりとりでさる、世界標準の通信方式です。 

巳 luetooth ワイヤレステクノ□ジーを搭載した機器であれば、お互いに通信相手を登録するこ 
とで、簡単にデータのやりとりびでさます。 


Bluetooth 機能の操作にあたって - 

•あらかじめ、 r が緑 n -醒^巨 luet 日日 th について I を確認してください。 


应メモ 

• 目 luet 日 oth のノ（ージョンによっては本製品と通信できない目 luetooth 対応機器びあります。本製品で 
対応している目 luetooth のバージョンは 、 『REGZA Tablet ガイド付録0-匯邏 Bluet 日 oth の仕 
様』を確認してください。 

• S .4 GHZ 帯の無線 LAN び近距離で使用されていると通信速度の低下または通信エラーび発生する可能 
性びあります。 


■■团 uetooth 通信び可能な状態にする 


A 警告 




• /こ\臓ペースメーカーを装着しているかたは、/こ\臓ペースメーカーの装着部位から 22cm 
iU 上離す 

電波によりペースメーカーの動作に影響を与えるおそれびあります。 

•電子機器の使用が制限されている場所では本製品の電源を切る 
本製品を航空機や電子機器の使用び制限されている場所（病院など）に持ち込む場合は、 
無線通信機能を日 FF にした上で、本製品の電源を切ってください。ほかの機器に影響を 
与えることびあります。 

•無線通信機能を 日 FF にするには、ステータスエ U アをタップ ー国を タップし、[機内 
モード] を 日 N にしてください。あらかじめ[機内 モー问 び 日 N になっている場合でも、 
お客様の操作で無線通信機能び 日 N になっている可能性わあるため、いったん[機内 モー 
问を [ OF 円にし、再度 [ ON ] にしてください。 

-ス U —プでは、本製品び自動的に復帰することびあるため、飛行を妨げたり、ほかのシ 
ステムに影響を及ぼしたりすることびあります。 

-電源を切った状態でわ本製品び自動的に起動するよラな設定のソフトウエアの場合は、 
あらかじめ設定を無効（解除）にしてください。 



周 

辺 

機 

器 

を 

使 

て 

機 

能 

を 

広 

げ 

ぶ 

ラ 


41 






















D 目 luetooth 機能を使う 


n ステータスエリアをタップ-"国^ [設定]をタップずる 
[その他]をタップずる 
[機内モード]のチェックをはずず 

[機内ド]を日 FF にしても巳 luetooth 機能び日 N にならない場合、「設定」で 
Bluetooth 機能び日 FF に設定されている可能性びあります。 

手順0に進んで、旧 luetooth ] を日 N にしてください。 

[ Bluetooth ] をタップして ON にずる 

Bluetooth 機能を使用できるようになり、検出した巳 luetooth の外部機器び画面に 
表示されます 0 

接続ずる Bluetooth の外部機器をタップずる 

[Bluetooth のペア設定 U クエスト]画面び表示されます。 

巳 luetooth の外部機器び設定しているパスワードを入力してください。 

巳 luetooth の外部機器との接続び開始され、[ペア U ングされたデバイス]に登録さ 
れます。じ(降は、[ペア U ングされたデバイス]から接続/切断でさます。 


使用できる巳 luetooth プ□ファイルについては、『**** (お使いの機種名）シ U —ズをお 
使いのかたへ』を参照してください。 
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周辺機器を使って機能を広げよラ 








5 I テレビ/かがデイスプレイを拓祷する 


本製品とテレビ/外部ディスプレイを HDMI ケーブルで接続すると、画面に本製品の表示画 
面を表示させることびでさます。 

microHDMI 出力端子は、音声もテレビ/外部ディスプレイに出力することびでさます。 


テレビ/外部ディスプレイ接続の操作にあたって = 

•あらかじめ、「付録■"テレビ/外部ディスプレイ接続の操作にあたって」を確認して 
<ださい。 


■接続の前に 

テレビ/外部ディスプレイを接続するとさは、『テレビ/外部ディスプレイに付属の説明書』わ 
あわせて確認してください。 

HDMI 端テびあるテレビ/外部ディスプレイを接続でさます。 

I ケーブルについて _ 

HDMI ケーブルは、市販のもので、本製品に接続する側び microHDMI タイプのプラグのもの 
を使用してください。 

接続するテレビ/外部ディスプレイ側のプラグについては、『テレビ/外部ディスプレイに付属 
の説明書』を確認してください。 

HDMI ケーブルは、 HDMI □ゴ ( wamr ) の表示びあるケーブルをご使用ください。 

ぶすメモ 
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•テレビ/外部ディスプレイへの表示ち法は、「本節 [? J 表示について」を参照してください。 
•本製品の解像度にあったテレビ/外部ディスプレイを接続してください。 
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B テレビ/外部ディスプレイを接続する 


1 


本製品に巧続する 


隱 


县 


HDMI ケーブルのプラグをテレビまたは外部ディスプレイの HDMI 入 
力端子に差し込む 

テレビまたは外部デイスプレイの電源を入れる 

HDMI ケーブルのもう一方のプラグを本製品の microHDMI 出力端子 
に差し込む 



ゾモ 


HDMI 接続で、テレビまたは外部ディスプレイに映像を映しているとさ、 HDMI ケーブルを抜いたあと、 
再度 HDMI ケーブルを接続する場合は己秒 iU 上間隔をあけてください。 
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周辺機器を使って機能を広げよラ 
























B テレビ/外部ディスプレイを接続する 


QI 表示について 


テレビ/外部ディスプレイを接続した場合は、本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイの両 
方に同時表示されます。表示される内容はアプ U ケーシヨンおよび設定により異なります。画 
面の自動回転は無効になります。 

■ 本体液晶デイスプレイとテレビ/外部デイスプレイの同時表示 

2つの表示装置それぞれに表示しま 
す。 


应メモ _ 

• テレビ/外部ディスプレイに表示する内容は、設定で変更できます。 

①ステータスエ U アをタップー g 一 [設定]一[ディスプレイ]をタップする 

- [HDMI ビデオモード]をチェックした場合： 

一部アプ U ケーシヨンのビデオ再生時はビデオのみ、ビデオ再生時(外は本製品と同じ画面び表示 
されます。 

- [HDMI ビデオモード]のチェックをはずした場合： 

常に本製品と同じ画面び表示されます。 

• テレビ/外部ディスプレイに表示する場合、表示位置や表示幅などび正常に表示されない場合びありま 
す。この場合は、テレビ/外部ディスプレイ側で、表示位置や表示幅を設定してください。 



本誤品か6取りはずす 


テレビまたは外部ディスプレイと本製品の電源を切った状態で取りはずしてください。 

n microHDMI 出力端子か!5ケーブルを抜く 






















卓上スタンドをほラ 



本製品のドッキングポートに、東芝製オプションの卓上スタンド2煙番： PAAPR 012) を 
接続することびでさます。 


卓上スタンド2について 


卓上スタンド2は、本製品を充電したり、使用時に立てておく台にしたり、ヘッドホン出力端 
テで音楽を聴いたりでさます。 

本体との接続方法など詳細は、『卓上スタンド2取扱説明書』を参照してください。 


46 



周辺機器を使って機能を広げよラ 









4 章 

■ アプ y ケーシヨン/度を 


本製品に用意されているアプリケーションや設定について説明してい 
まず。 


1アプリケーション . 48 

2設定 . 51 

3画面□ック . 53 








アプ y ケーシ 


ホーム画面で H (アプ U ) をタップすると、アプ U ケーションの一覧び表示されます。本製 
品に用意されているアプ U ケーションについて、説明します。 

アプ IJ ケーシ ョンは あとから追加することわでをます。 

アプリケーションの起動方法 

『REGZATablet ガイド 3 章旦■田アプリケーシヨンを起動する』 
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ンを使ラに友たつて 


本製品に用意されているアプ U ケーシヨンの一覧は、『**** (お使いの機種名）シ U —ズを 
お使いのかたへ』を参照してください。 

ここでは、一部のアプ U ケーシヨンのご使用にあたって、知っておいていたださたいことを説 
明します。 


I インターネット/通信 


■ブラウザ 

インターネットブラウヴソフトです。ホームページの閲覧びでさます。 

ホームページのレイアウト（フレーム）、内容によっては、正しく表示でさない場合びあります。 
ファイルのアップ□ードについては、サポートしておりません。 


実用 


■ TOSHIBA File Manager 

内蔵フラッシュメモ U 、 microSD メモ U 力ードや US 巳フラッシュメモ U などに保をしている、 
フオルダーやファイルを見たり、コピーすることびでさます。 

「1章日 データを 管理する」 


■ PrinterShare 

本製品から、写真やドキュメント、 Web ページなどを印刷でさます。 

Wi - Fi や巳 luetooth などに対応したプ U ンタび必要です。 

US 巳接続のプ U ンタには対応していません。 

■ Evernote 

に vemote 」 のサービスに登録すると、テキストや Web ページ、写真などを保存することび 
でさます。 
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D アプリケーション 


I マルチメディア _ 

■ TOSHIBA Me 灶 a Player 

音楽や映像、写真などのファイルを再生することびでをます。 

DMP (Digital Media Player)、DMC (Digital Media Controller ) 機能は 、 Windows 7 
上の 「Windows Media Player Network Sharing Service 」 のみを対象としており、他の 
DMS (Digital Media Server ) 機器との接続は保障しておりません。 

ファイルの検索中は、 microSD メモ U カード、 US 巳フラッシュメモ U や US 巳接続型八ード 
ディスクドライブの取りはずしや使用停止をしないでください。音楽や映像の再生び停止する 
場合びあります。 

パソコンに接続してファイル同期する場合、接続先のパソコンの 「Windows Media 円 ayer 」 は、 
バージョン]]または] 2を使用してください。 

■音楽 

本製品に保存されている音楽ファイルを再生することびでさます。 

プラットフオーム側の制限で、曲名などの表示において一部の2バイト文字コードび正しく処 
理されません。 

■カメラ 

Web カメラで写真や動画を撮影することびでさます。 

に章且 Web カメラを使う」 


■ギャラリー 

内蔵フラッシュメモ U 、 microSD メモ U 力ードや US 巳フラッシュメモ U に保存している静止 
画や映像などのファイルを一覧表示し、再生することびでさます。 

内蔵フラッシュメモ U 内に保をされているファイルと、記録メディアや外部記憶装置内に保を 
されているファイルは、区別なく一元表示されます。 


局 


役立ご操作集- 

codec について 

[TOSHIBA Media Played . 「音楽」、「ギャラ U —」 でヴポートしている codec は、次のとおりです。 
エンコード条件によっては、正常に再生あるいは表示でさない場合びあります。 

•音楽 

- MP 3 
- MIDI 

- Ogg Vorbis 

- WAVE ( PCM 、 a - law 、 u - law ) 

- FLAG 


- AAC LC 
- HE-AACvl 
- HE-AACvS 
- AMR - N 巳 
- AMR-WB 
I 画像 
- JPEG 
• GIF 
I 映像 
- H .263 
- H . S 64 


( AAC +) 

(enhanced AAC +) 


PNG 

BMP 

MPEG -4 










D アプリケーション 


I その他ユーテイリテイ _ 

■ Online Manual 

「オンラインマニュアル」（本書）を起動でさます。 

■ ューザ ー 

連絡先などのユーヴー情報を登録でさます。 

漢字の氏名は、よみびなを登録すると、よみびなの順で表示されます。よみびなを登録しないと、 
「他」降に表示されます。 


■ TOSHIBA Service Station 


B プラットフォームやアプ U ケーシヨンのアップデートを自動的に提供します。 

詳細について 

『REGZATablet ガイド 3章且 プラットフオームやアプリケーションをアップデートする』 
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アプリケーシヨンの使用にあたって - 

•複数のアプ U ケーシヨンを起動した状態で、マップなどの画像処理を多用するアプ U ケーシヨン 
で画面の回転やスク□ール操作を行った場合、アプ U ケーシヨンび強制終了するなど、動作び不 
安定になることびあります。その場合は、起動するアプ U ケーシヨンを減らしてご使用ください。 
•購入後にウイジェットを設定した場合、ウイジェットによっては起動時に不安定な状態になるこ 
とびあります。その場合は、ウイジェットに関連するアプ U ケーシヨンをアプ U ケーシヨンー覧 
から起動してください。 

アプリケーシヨンー覧 『REGZATablet ガイド 3章且 アプリケーシヨンを 使う』 
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本製品を使用するとさの、さまざまな環境の設定については、「設定」で変更や確認をすること 
びでさます。 

「設定」の各項目について説明します。 


u 設定の頃目 


■無線とネットワーク 

無線 LAN や巳 luetooth の設定を行うことびできます。 

無線 LAN について 『REGZA Tablet ガイド2章無線 LAN と Google アカウントの設定』 
Bluetooth につして「3章 □ Bluetooth 機能を使う」 

■音 

本製品の音量などの設定を行ラことびでさます。 

音量について「2章0サウンド」 


■ディスプレイ 

画面の明るさや自動回転、画面表示の自動日 FF (ス U —プ)、壁紙などの設定を行ラことびで 
さます。 

フォントサイズを変更すると、アプ U ケーシヨンによっては文字び適切に表示されない場合び 
あ0ます。 

輝度についてに章0画面を見やすく調整する」 

■マルチメディア 

映像や音の効果を変更することびでさます。 

[Audio Enhancer 」 機能 、 「Noise Equalizer 」 機能 、 |~SRS Premium Voice Pro ™」 の备 
機能を制御することびでさます。 

■ストレージ 

セットしている外部記憶装置と、内蔵フラッシュメ fU のデータ領域の情報を確認することび 
でさます。 

microSD メモリカードについて「2章0 microSD メモリカードを使う」 


■電池 

バッテ U —での使用時間や残量を確認することびでさます。 









且設定 


■アプ U 

アプ IJ ケーシ ョンを 管理します。 

[すべて]タブに表示される一覧から、一部のアプ U ケーションを無効にすることびでさます。 
使用しないアプ U ケーションを選択して「無効にする」をタップしてください。ホーム画面上 
のアイコンも表示されなくなります。 

■アカウントと同期 

アカウントの管理と同期の設定を行うことびでさます。 Google アカウントなどび登録されて 
いる場合、一覧び表示されます。 

■位置情報 サービス 

現在地情報の設定と、 GPS 機能を設定することびでさます。 

■セキュリティ 

画面 □ ックやノ（スワードなどを設定することびでさます。 
r 本章曰 画面□ック」 

■言語と入力 

言語や入力、音声出力の設定を行ラことびでさます。 

■バックアップとリセット 

データのバックアップの設定と、データの初期化を行ラことびでさます。 

データの初期化について 『REGZA Tablet ガイド 4 章0初期化（リセット）する』 

■ 日付と時刻 

日付と時刻の設定を行ラことびでさます。 

本製品では、2日38年]月 ] 8曰までしか設定することはでさません。 

■ユーザー補助 

文字サイズを変更したりパスワードの音声出力について設定することびでさます。 

■開発者向けオプション 

デバッグやタップ表示などを設定することびでさます。 

■タブレット情報 

本製品の情報を確認でさます。 


アプリケ I シヨン/設定 
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「画面□ック」は、電源を入れたとさやス U —プから復帰するとさに□ック画面を表示し、特定 
の操作をしないと解除でさないようにする機能です。 

「画面□ック」には次の種類びあります。 

•スライド •パターン • PIN •パスワード 

購入時はスライド機能び設定されています。 

スライド機能び設定されている状態で電源を入れたとさやス U —プから復帰するとさは、画面 
に固（施錠のアイコン）び表示されます。 

このアイコンをタップするとタップしているアイコンび〇に変わり、ち側に固（開錠のアイ 
コン）び表示されます。〇のアイコンを因（開錠のアイコン）までドラッグすると、□ック 
画面を解除でさます。 

パターン/ PIN / パスワードを事前に設定しておくと、パターン/ PIN / パスワードを入力し 
ないと解除でさないよラにすることびでさます。 



• パターン / PIN / パスワードを設定した場合は、忘れてしまったときのために必ずパターン/ 
PIN / パスワードを控えてください。 

パターン/ PIN / パスワードを忘れてしまって、パターン/ PIN / パスワードを解除できなくなっ 
た場合は、使用している機種煙截を確認後、東芝 PC あんしんヴポートに連絡してください。 
有料にてノ くターン/ PIN / ノ くスワードを解除いたします。 

その際、本製品を購入後に追加したアプリケーションや各種設定と、[内蔵ストレージ]フォルダー 
(データ領域）に作成したデータはすべて消失します。 

ご依頼にあたって、身分証明書（お客様自身を確認できる物）の提示び必要となります。 

東芝 PC あんしんサポート『ヴポートガイド』 


■■パターン / PIN / パスワードの設定方法 

ノてターン/ PIN / ノ（スワードのいずれかを設定でさます。 


□パターンの設定方法 

画面上に表示される9個の丸の中から複数の丸をなぞる順番をパターンと呼びます。 



ステータスエリアをタップー[設定]をタップずる 
[セ丰ュリティ]^ [画面の□ック]をタップずる 
[パターン]をタップずる 

画面□ックの説明画面び表示された場合は、手順0に進んでください。 

[□ック解除パターンを入力]画面び表示された場合は、手順0に進んでください。 
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B 画面□ック 




説明を確認し、[次へ]をタップずる 

[□ック解除パターンを入力]画面び表示されます 



新しいパターンを入力ずる 



• パターンを忘れてしまったとさのために、必ずパターンを控えてください。 


パターンの入力方法は、画面に指をつけたまますべらせて、画面の4箇所(上の丸を 
なぞります。 



[次へ]をタップずる 

[確認のため、わラー度パターンを入力してください]画面び表示されます。 

手順且のパターンをもう一度入力ずる 

[確認]をタップずる 

パターンび設定されました。 




























El 画面□ック 


。剛の設定方法 

画面上に表示されるキーボードの区]〜区]の数字キーから入力する認証用の番号を PIN と呼び 
ます。 


Q ステータスエリアをタップー[設定]をタップずる 
巧 [セ丰ュリティ]^ [画面の□ック]をタップずる 

Q [ PIN ] をタップずる 

T 1 [ PIN を選択]画面び表示されます。 



新しい PIN を入力ずる 



• PIN を忘れてしまったとさのために、必ず PIN を控えてください。 


PIN の入力方法は、画面上に表示されたキーボードの应]〜医]の数字キーをタップし 
ます。4つ上の数字キーで入力してください。 


g [次へ]をタップずる 

[ PIN の確認]画面び表示されます。 

0手順曰の PIN をもう-度入力ずる 


Q [0 K ] をタップずる 

[] PIN び設定されました。 

























El 画面□ック 


□パスワードの設定方法 

画面上に表示されるキーボードから入力する認証用の文字列をパスワードと呼びます。 


禱 


ステータスエリアをタップ^国^ [設定]をタップずる 
[セ丰ユリテイ]- ► [画面の□ック]をタップずる 


巧[パスワード]をタップずる 

[パスワードを選択]画面び表示されます。 


新しいパスワードを入力ずる 



パスワードを忘れてしまったとさのために、必ずパスワードを控えてください。 


パスワードの入力方法は、画面上に表 7 J \ されたキーボードのキーをタップします。 
半角英数字4文字上で入力してください。 

英字の場合、大文字とル文字は区別されます。 


日[次べ; 

T [パの- 


へ] をタップずる 

ドを確認]画面び表示されます。 


0手順 D のパスワードをもう一度入力ずる 


[0 K ] をタップずる 

パスワードび設定されました。 


D 画面□ックの解除方法 

「画面□ック」び設定されていると、電源を入れたとさやス U —プから復帰するとさに□ック画 
面び表示されます。 

• パターン/ PIN を設定している場合 

設定したパターン / PIN を入力し、 PIN の場合は[日口をタップしてください。 

• パスワードを設定している場合 

入力欄をタップすると、画面下にキーボードび表示されます。パスワードを入力し、 [ Done ] 
をタップしてください。 
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アプリケ I シヨン/設定 





























El 画面□ック 


K 9 画面ロックの設定解除/変更方法 

画面□ックの設定を解除/変更する場合は、パターン/ PIN / パスワードを削除してください。 



ステータスエリアをタップ^巧^ [設定]をタップずる 

[セ丰ュリティ]- ► [画面の□ック]をタップずる 

現在のノ（ターン/ PIN / ノ（スワードを入力する画面び表示されます。 
スライド機能を無効にする場合は、手順 D へ進んでください。 

設定しているパターン/ PIN / パスワードを入力ずる 

円 N / パスワードの場合は、入力後に炊へ]をタップしてください。 

[なし]をタップずる 

設定していたパターン/ PIN / パスワードび削除されます。 


周メモ _ 

•パターン / PIN / パスワードを変更する場合は、現在設定しているパターン / PIN / パスワードを削除 
してから、新たに設定し直してください。 


















5 章 


■ 困つたとをは 


本製品の操作をしていて困ったときに、どうした！5良いかを Q&A お式 
で説明していまず。 


1 Q&A 集 


60 







Q&A 



ここに掲載している Q&A 集のほかに、 『REGZA Tablet ガイド』にも Q&A 集びあります。 
目的の項目び見つからないとさは、 『REGZA Tablet ガイド』も参照してください。 


操作/取り巧い. 


Q 無線 LAN が使えない . 60 

Q 追加したアプリケーションが使えない . 61 

Q 本製品のプラットフオームのバージョンを確認したい . 61 

Q パソコンに接続して 「Windows Media 円 ayer 」 で 

ファイル同期でさない . 61 

Q パソ ] ンに接続しても MTP デノくイスとして認識されない、 

またはファイルのコピーや削除の操作がでさない . 61 

Q microSD メモリカードのデータが表示されない . 61 

Q 本製品の近くにあるテレビやラジオの調テがおかしい . 62 

Q 曰付や時刻が合っていない . 62 

Q しばらく本製品を使用しないでいたら、 

時計と曰付が変更されてしまった . 62 


回 


1 




操作/取り扱い 


お線 LAN が巧えない 


0►機巧モードになっている可能性がありまず。 

次の操作を行って、機内モードを解除してください。 
①ステータスエ U アをタップ^ g をタップする 
③[機内モード]を日 FF に切り替える 

③ [ Wi - Fi ] び日 N にならない場合、 [ Wi - Fi ] をタップして日 N に切り替える 
『REGZATablet ガイド 2 章 0-图 無線 LAN 機能を日 N にす る』 

か 無線 LAN が正しく設定されているか、確認してください。 

ステータスエ U アをタップー菌^ [設定]をタップ^ [無線とネットワーク]で確 
認でさます。 



困つたとさは 
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D Q&A 集 


[ q 追力 n したアプリケーションがほえない 


©►アプリケーションは、 プラットフォームのバージョンによっては使えない場含 
があります。 

対応ノ くージョンをよく確認してください。 


本製品のプラツトフ オームの バージヨンを®認したい 


@►次の操作を行って、確認してください。 

ステータスエ U アをタップ^[設定]をタップ^ [タブレット情報]をタップ 
して表示される、 「 An か oid バージョン」で確認でさます。 


八パソコンに接続して [Windows Me 出 a PlayerJ で 

ファイル同期できない_ 


「Windows Media Player 」 のバージョンが台ってない可能性があります。 

パソコン側の 「Windows Media 円 ayer 」 は、バージョン]]または] 2を使用して 
ください。 


^パソコンに接続しても MTP デ/ V イスとして認識されない、 

ソまたはファイルのコピーや削除の操作がでまない_ 


接続できるパソコンの条件を満たしていない可能性があります。接続できるパ 
ソコンの条件は下のとおりです。 

* マイク□ソフト社び提供している最新の Service Pack を適用してください。 

• Microsoft ® Windows ® XP operatin 呂 system 日本語版の全エディション* ] 

• Microsoft ® Windows Vista ® の全エディション 

• Microsoft ® Windows ® 7の全エディシヨン 

• ] Windows Media Player のバージョン]]びインス!ルされている必要びあります。 


[Q microSD メモリカードのデータが表示されない 


microSD メモリカードが正しく認識されていない可能性があります。 

しりたん microSD メ fU カードを取り出し、再度セツトし直してくださし、 










D Q&A 集 
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その他 




本製品の近 < にあるテレビやラジオの調子がおかしい 


次の操作を巧ってください。 

•テレビ、ラジオの室内アンテナの方向を変える 

♦テレビ、ラジオに対する本製品の方向を変える 

♦本製品をテレビ、ラジオから離す 

♦テレビ、ラジオのコンセントとは別のコンセントを使う 

• 受信機に屋外アンテナを使う 

• 平行フィーダを同軸ケーブルに替える 




曰付や時刻が合っていない 


0►次の手順で日付と時刻を合わせてください。 

①ステータスエ U アをタップ-►国- ► [設定]をタップする 
③[日付と時刻]をタップする 

③ [日付設定]と[時刻設定]で、正しい日時に合わせる 

④ [設定]をタップする 


しば S く本製品を巧用しないでいた S 、 
時計と曰付が変更されてしまつた 


©►バッテリーの充電量が不足していまず。 

電源 コー ドと AC アダプターで コンセン トに接続後、次の手順で日付と時刻を設定して 
ください。 

①ステータスエ U アをタップ-[設定]をタップする 
③[日付と時刻]をタップする 

③ [日付設定]と[時刻設定]で、正しい日時に合わせる 

④ [設定]をタップする 
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困つたとさは 











■付録 


本製品の機能を使用ずるにあたってのお願いや技術基準適合などにつ 
いて記していまず。 


1ご使用にあたってのお願い . 64 

2記録メディアについて . 68 

3お客様登録の手続き . 70 

4技術基準適合について . 71 









1 I ご使用におたつてのお願い 


本書で説明している機能のご使用にあたって、知っておいていたださたいことや守っていただ 
さたいことびあります。次のお願い事項を、本書の各機能の説明とあわせて必ずお読みください。 


■■バックアップについて 

I バックアップをとるにあたつて _ 

• 内蔵フラッシュメ fU や記録メディアに保存しているデータは、万び一故障び起さた場合や、 
変化/消失した場合に備えて定期的にノ くックアップをとって保をしてください。 

内蔵フラッシュメ fU や記録メディアに保存した内容の損害については、当社はいっさいそ 
の責任を負いません。 


^9内蔵フラッシュメモリについて 



I 操作にあたつて _ 

•内蔵フラッシュメモ U にアクセス中は、電源を切ったり、本製品を動かしたりしないでくだ 
さい。内蔵フラッシュメ fU び故障したり、データび消失するおそれびあります。 

• 内蔵フラッシュメモ U に保をしているデータや重要な文書などは、万び一故障び起こった 
り、変化/消失した場合に備えて、定期的に microSD メ甘 J 力ードや US 巳フラッシュメ 
モ U などに保存しておいてください。記憶内容の変化/消失など、内蔵フラッシュメモ U 、 
microSD メモ U 力ードや US 巳フラッシュメモ U などに保存した内容の損害については、当 
社はいっさいその責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。 

•磁石、スピーカー、テレビ、磁気ブレスレットなど磁気を発するちのの近くに置かないでく 
ださい。記憶内容び変化/消失するおそれびあります。 

• 本製品を落とす、ぶつけるなど強い衝撃を与えないでください。 

•内蔵フラッシュメモ U の空さ容量び少なくなると、アプ U ケーシヨンび起動しなかったり、 
正常に動作しないことびあります。その場合は、不要なアプ U ケーシヨンやデータを削除す 
るなどして、内蔵フラッシュメモ U の空さ容量を増やしてください。 
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D ご使用にあたってのお願い 


K 9 Web カメラについて 

I Web カメラを使用ずるにあたって _ 

• Web カメラを太陽に直接向けないでください。 

♦ Web カメラのレンズ部分に触れたり、強く押したりしないでください。画質び低下する原因 
となります。 

レンズ部分び巧れた場合は、眼鏡而さ（ク U —ナーク□ス）などの柔らかい布で而いてくだ 
さい。 

•本製品で撮影した動画データにっいて、ギ'ャラ U —の詳細情報で表示される長さ情報と、実 
際の録画時間に数秒程度の誤差び生じる場合びあります。 


K ■バッテリーについて 

I バッテリーを巧電ずるにあたって _ 

♦バッテ U —パックの温度び極端に高いまたは低いと、正常に充電されないことびあります。 

本製品は己〜35むの室温で充電してください。 

社団法人電子情報技術産業協会の「バッテ U 関連 Q & A 集」にっいて 
http :// itjeita .日り p / perinfo / c 日 mmittee / pc / battery/menu ] .htm 

I バッテリーを使用ずるにあたって _ 

バッテ U —駆動で使用しているとさは、バッテ U —の残量に十分注意してください。 

バッテ U —を使いさってしまラと、ス U —プび効かなくなり、電源び切れて、作業中の内容は 
すべて消えます。また、時刻や曰付に誤差び生じます。このよラな場合は、電源コードと AC 
アダプターでコンセントに接続して、バッテ U —を充電してください。 


眶 J Bluetooth について 

•本製品は、すべての巳 luetooth 対応機器との接続動作を確認したわのではありません。また、 
すべての巳 luetooth 対応機器との動作を保証することはできません。 

• 本製品ではサポートしていない巳 luetooth プ□ファイルびあります。 

•本製品の巳 luetooth 機能を使用できる国/地域については、東芝 PC 総合情報サイト 
rdynabook . comj を確認してください。 













D ご使用にあたってのお願い 


ra 周遇機巧について 


I 周迅機器の巧り付け/取りはずしについて 


• 取り付け/取りはずしの方法は周辺機器によって違います。3章の各節を読んでから作業を 
してください。またその際には、次のことを守ってください。守らなかった場合、故障する 
おそれびあります。 

-ホットインヴーシヨンに対応していない周辺機器を接続する場合は、必ず本製品の電源を 
切ってから作業を行ってください。ホットインヴーシヨンとは、電源を入れた状態で機器 
の取り付け/取りはずしを行うことです。 



-適切な温度範囲内、湿度範囲内であってわ、結露しないように急激な温度変化を与えない 
でください。冬場は特に注意してください。 

-ほこりび少なく、直射日光のあたらない場所で作業をしてください。 

-極端に温度や湿度の高い/低い場所では作業しないでください。 

-静電気び発生しやすい環境（乾燥した場所やカーペット敷さの場所など）では作業をしな 
いで < ださい。 

-本製品を分解、改造すると、保証やその他のサポートは受けられません。 

-本製品のコネクタにケーブルを接続するとさは、コネクタの上下や方向を合わせてくださ 
い。 

-本製品のコネクタにケーブルを接続した状態で、接続部分に無理な力を加えないでくださ 


い。 


I ぺツドセツトやぺツドホンの操作にあたつて _ 

•次のよラな場合にはへツドセツトやへツドホンを装着しないでください。雑音び発生する場 
合びあります。 

-本製品の電源を入れる/切るとさ 

. へ、ソ ド セツ トやへ ッ ドホンの取り付け/取りはずしをするとさ 


I US 己が応機器の操作にあたって _ 

• 電源供給を必要とする US 巳対応機器を接続する場合は、 US 巳対応機器の電源を入れてから 
本製品に接続してください。 

♦ US 巳対応機器を使用するには、プラットフォームび対応している必要びあります。 

• すべての US 巳対応機器の動作確認は行っていません。したびってすべての US 巳対応機器の 
動作は保証でさません。 

• US 巳対応機器を接続したままス U —プにすると、復帰後 US 巳対応機器び使用でさない場合 
びあります。その場合は、 US 巳対応機器を接続し直すか、本製品の電源をいったん切った 
あと、電源を入れ直してください。 
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D ご使用にあたってのお願い 


□巧りはずす前に確認しよ5 

♦取りはずすときは、 US 巳対応機器をアプ U ケーシヨンやプラットフォームで使用していな 
いことを確認してください。 

• US 巳フラッシュメモ U や US 巳接続型八ードディスクドライブ帰憶装置の US 巳対応機器） 
を取りはずす場合は、データを消失するおそれびあるため、必ずプラットフ ォーム 上で使用 
停止の手順を行ってください。 

I テレビ/か部ディスプレイ接続の操作にあたって _ 

♦すべてのテレビまたは外部ディスプレイと接続動作確認は行っていません。したびって、す 
ベてのテレビまたは外部ディスプレイへの表示は保証でさません。 

テレビまたは外部ディスプレイによっては正しく表示されない場合びあります。 

♦必ず、映像を再生する前に、表示装置を接続してください。再生中は表示装置の取り付け/ 
取りはずしをしないでください。 

•次のよラなとさには、表示装置の取り付け/取りはずしをしないでください。 

-データの読み出しや書さ込みをしている間 
-通信を行っている間 

• 表示装置を接続しているとさに映像を再生させると、画像びコマ落ちをすることびあります。 
この場合は、表示装置を取りはずしてください。 






2 I 記録ゾディアについて 


記録メディアを使う前に、次の内容をよく読んでください。 


■|[microSD メモリカードを巧うにあたって 


■■ microSD メモリカードの操作にあたつて 



• microSD メ fU 力ードにアクセス中は、電源を切ったり、 microSD メ fU 力ードを取り出 
したり、本製品を動かしたりしないでください。データや microSD メモ U カードび壊れる 
おそれびあります。 

• microSD メモ U カードは無理な力を加えず、静かに挿入してください。正しくセットされ 
ていない場合、本製品の動作び不安定になったり、 microSD メ fU カードび壊れるおそれ 
びあります。 

♦ス U —プ中は、 microSD メ fU カードを取り出さないでください。データび消失するおそ 
れびあ0ます。 

• microSD メ fU カードのコネクタ部分（金色の部分）には触れないでください。静電気で 
壊れるおそれびあります。 

• microSD メ fU カードを取り出す場合は、必ずマウントの解除を行ってください。データ 
び消失したり、 microSD メモ U カードび壊れるおそれびあります。 


—M microSD 乂モリカードを伍う巧に 

♦すべての microSD メモ U カードの動作確認は行っていません。したびって、すべての 
microSD メ f U 力ードの動作保証はでさません。 

• microSD メモ U カードは、 SDMI の取り決めに従って、デジタル音楽データの不正なコピー 
や再生を防ぐための著作権保護技術を搭載しています。 

そのため、ほかのパソコンなどで取り込んだデータび著作権保護されている場合は、本製品 
でコピ ー 、再生することはできません。 SDMI とは Secure Digital Music Initiative の略で、 
デジタル音楽データの著作権を守るための技術仕様を決めるための団体のことです。 
•あなたび記録したわのは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者に無断で使 
用でさません。 

• microSD メモ U カードは、デジタル音楽データの不正なコピーや再生を防ぐ SDMI に準拠 
したデータを取り扱うことびでさます。メモ U の一部を管理データ領域として使用するため、 
使用でさるメ fU 容量は表示の容量より少なくなっています。 
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0 記録メディアについて 


I microSD メモリ カー ドのフ オーマツト について _ 

♦再フオーマットする場合は、 microSD メモ U カードを使用する機器（デジタルカメラやオー 
ディオプレーヤーなど）で行ってください。 

本製品で microSD メモ U カードのフオーマットを行わないでください。デジタルカメラや 
オーディオプレーヤーなどほかの機器で使用でさなくなる場合びあります。 

♦再フオーマットを行ラと、その microSD メモ U カードに保をされていた情報はすべて消去 
されます。一度使用した microSD メ fU カードを再フオーマットする場合は注意してくだ 
さい。 


記録メディアの廃棄-譲渡について 


記録メディア （microSD メモ U 力ード、 US 巳フラッシュメモ U など）を廃棄.譲渡する際には、 
書さ込まれたデータび流出しないよラ、適切な方法で消去することをおすすめします。 

初期化、削除、消去などの操作などを行っても、データの復元ツールで再生でさる場合わあり 
ますので、十分ご確認ください。 

データ消去のための専用ソフトや、記録メディア専用のシュレッダーも販売されています。 








3 ■お客樣登録の手続き 


製品を使用するとさは、自分び製品の正規の使用者（ユーヴー）であることを製品の製造元へ 
連絡します。これを「お客様登録」または「ユーヴー登録」といいます。 

お客様登録は、タブレット本体、使用するアプ U ケーシヨンごとに行い、方法はそれぞれ異な 
ります。 


まち ID ( TID ) お客様登録のおすすめ 


東芝では、お客様へのサービス•サポートのご提供の充実をはかるために東芝 ID (TID) のご 
登録をおすすめしております。 

サービス内容は、『サポートガイド』を確認してください。 


詳しくは、次のアドレス [Room 1048 (TID) 会員サイトについて」をご覧ください。 
http://t 日 shibadirectjp/supp 日け呂 uide/ab 日 ut_si 呂 ht.aspx 



■ 登録方法 _ 

インターネットに接続後、 URL を入力して登録用のホームページにアクセスしていたださます。 
登録用ホームぺージ： http://toshibadirect.jp/roonn 1048/ 

商品の追加登録わ、登録用のホームページから行えます。 
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4 I 技術甚巧適をにごいで 


■電波障害自主規制について 


この装置は、クラス巳情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的と 
していますび、この装置びラジオやテレビジョン受信機にお接して使用されると、受信障 
害を引さ起こすことびあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをして下さい。 

VCCI-B 


「日章 n - 图 - Q 本製品の近くにあるテレビやラジオの調子がおかしし、」 






D 技術基準適合について 


■「FCC information 」 について 

FCC notice "Declaration of Conformity Information" 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, 
pursuant to Part 15 of the FCC rules. These limits are designed to provide reasonaole protection 
against harmful interference in a residential installation. This equipment generates, uses and can 
radiate radio frequency energy and, if not installed and used in accordance with the instructions, 
it may cause harmful interference to radio communications. However，there is no guarantee 
that interference will not occur in a particular installation. If this equipment does cause harmful 
interference to radio or television reception, which can be determined by turning the equipment 
off and on, the user is encouraged to try to correct the interference by one or more of the 
following measures: 

• Reorient or relocate the receiving antenna. 

• Increase the separation between the equipment and receiver. 

• Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the receiver is 
connected. 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 

B WARNING : Only peripherals complying with the FCC rules class B limits may be attached 
to this equipment. Operation with non-compliant peripherals or peripherals not recommended 
by TOSHIBA is likely to result in interference to radio and TV reception. Shielded cables must 
be used between the external devices and the Computer’s Universal Serial Bus(USB 2.0)port, 
HDMI out port and microphone/headphone combo jack. Changes or modifications made to this 
equipment, not expressly approved by TOSHIBA or parties authorized by TOSHIBA could void 
the user's authority to operate the equipment. 

FCC conditions 

This device complies with Part 15 of the FCC Rules. 

Operation is subject to the following two conditions: 

1.This device may not cause harmful interference. 

2. This device must accept any interference received, including interference that may cause 
undesired operation. 

Contact 

Address : TOSHIBA America Information Systems, Inc. 

9740 Irvine Boulevard 
Irvine, California 92618-1697 
Telephone : (949) 583-3000 
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